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日野市立みさわ保育園の今後の方向性について（ご報告） 
 

 

日頃から日野市の保育行政にご理解ご協力賜り誠にありがとうございます。 

 日野市立みさわ保育園の民営化に関する検討状況と今後の方向性について、以下

のとおりご報告いたします。本件について、ご意見・ご質問等がございましたら、

下記問い合わせ先にご連絡いただけますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 今までの経過について  

・みさわ保育園の民営化について、令和元年９月に方針決定を行い、開始時期を

令和６年４月からとすることを、令和元年 10 月 24 日の保護者説明会でご説明

させていただきました。 

・令和３年７月、今後の保育需要を見極めるため、民営化実施の可能性を探る判

断材料の 1 つとして、近隣の社会福祉法人 133 に市場調査を行いましたが、昨

今の未就学人口減少、保育ニーズの減少等が深刻化する見通しの中で、応募の

意向があった法人は条件に満たない結果となりました。 

・その他、今後も保育需要の減少が見込まれることを踏まえると、みさわ保育園  

を含め保育園全体のあり方の再検討を行う必要があると判断いたしました。 

・具体的には、令和６年４月からとしていた民営化の開始時期を令和７年度以降

とし、その間、今後の保育需要の動向を引き続き分析し、市全体の需給バラン

スの調整を考慮しながら、今後の保育園のあり方を含めて検討していくことと

し、令和４年１月 20 日付け日子保第 840 号において、保護者の皆様にご報告さ

せていただきました。  

・令和５年２月に、幼保小連携の更なる推進と多様性に応じた学びの充実を目

的とし、「日野市幼児教育・保育の在り方検討委員会」設置され、７回にわた



る議論を重ねた結果、令和５年 12 月に報告書がとりまとめられました。委員

会では、多様化するニーズへの対応として、現在制度化が進められている

「こども誰でも通園制度（仮称）」や保育所型の認定子ども園化を検討してい

くことなども議論されました。 

 

２ 検討状況 

 ・民営化を決定した令和元年度以降、日野市の未就学児人口は約 1,000 人以上減

少し、令和６年４月時点で 7,955 人となっています。今後もこの傾向は続くも

のと見込まれるため、中長期的には保育需要の減少が見込まれます。 

 ・また、上述のとおり、民間事業者の新規参入意向が減退しているため、公募に

よる民営化は難しい状況です。 

 ・一方で、みさわ保育園の周辺には保育所が少ないため、この地域の保育需要に

対応した上で、「こども誰でも通園制度（仮称）」等の多機能化の観点や多様な

支援ニーズに応えていく必要があります。 

・また、周辺には、教育施設、児童福祉施設が集まっており、幼保小等の連携の

充実を行いやすい環境となっています。 

 

３ 今後の方向性 

 ・みさわ保育園については、民営化は行わないこととし、市の東側の公立保育園

として、保育所型認定こども園化(*1)や、「こども誰でも通園制度（仮称）」(*2)

等の多機能化の実施に向けて検討を進めていくこととします。ご報告するまで

に時間を要したことをお詫び申し上げます。 

《検討にあたって留意していく点》 

  ・保育の質の向上と持続可能な保育サービス確保の観点から、施設老朽化対

策、中長期的な施設統合等についても検討してまいります。 

  ・緊急度が高い修繕については、検討結果を待つことなく、必要な対応を行

ってまいります。 

  ・在園児への影響や保護者への負担が少なくなるよう検討を進めて参ります。 

  ・多機能化の具体的な実施時期等については、現在検討を更に進めている状

況です。保護者の皆様に適宜情報提供を行いながら、進めてまいります。 

   
＊１ 保育所型認定こども園…認可保育園のまま、保育の必要性がある子ども（２号・３

号認定）のほか、保育の必要性が認められない子ども（１号認定）を定員内で入園

させることができる児童福祉法上の施設。就労等の保育の必要性なく受入れが可能

となる。 
＊２ こども誰でも通園制度（仮称）…保護者の就労の有無に関わらず、保育園等を定期 

的に利用できる制度。 

 

 
【問い合わせ先】 

日野市子ども部保育課整備調整係 飯野 

T E L：042-514-8972（直通） 

M a i l：hoiku@city.hino.lg.jp 


